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昨
年
、
一
昨
年
と
、
市
内
全
域
を
対
象
に
市

政
懇
談
会
を
開
催
し
、
多
く
の
方
か
ら
提
案
や

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
基
本
は
、
ま
ず
行
政
が
持
っ
て

い
る
情
報
を
積
極
的
に
提
供
す
る
と
と
も
に
市

民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
昨
年
４
月
に
市
内
９
カ
所
の
公

民
館
に
「
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
地
域
に
最
も
密
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
情
報
の
提
供
と
収
集
を
行
い
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
し
ま
す
。

最
近
、
犯
罪
は
多
様
化
か
つ
深
刻
化
し
、
発

生
件
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
高

齢
者
や
子
ど
も
な
ど
を
狙
っ
た
犯
罪
が
目
立

ち
、
重
要
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
警
察
と
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
相
互
扶
助
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形

成
し
、「
藍
の
ま
ち
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
や
学
校

と
地
域
が
連
携
し
た
「
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ

医
療
技
術
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
市
民
の

医
療
へ
の
要
望
も
多
様
化
か
つ
高
度
化
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
ん
だ
羽
生
市

に
と
っ
て
は
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
民
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
医

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
医
療
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
て
、
予
防
医
療
な
ど
身
近
な
地
域
で
の

か
か
り
つ
け
医
制
度
を
進
め
る
と
と
も
に
、
懸

案
と
な
っ
て
い
る
救
急
医
療
と
高
度
医
療
施
設

整
備
の
た
め
の
新
病
院
建
設
支
援
を
進
め
ま
す
。

次
に
、
教
育
で
す
。
今
日
、
国
際
化
や
情
報

低
迷
す
る
米
価
の
中
で
、
水
稲
を
基
幹
と
す

る
羽
生
市
の
農
業
は
、
従
事
者
の
高
齢
化
と
後

継
者
不
足
が
重
な
り
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
認
定
農
業
者
等
の
育
成
や
次
代

を
担
う
後
継
者
の
発
掘
と
育
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
や
集
約
に
よ
る

低
コ
ス
ト
化
や
、
有
機
・
低
農
薬
な
ど
付
加
価

値
を
高
め
た
ブ
ラ
ン
ド
品
を
確
立
し
、
農
業
所

得
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
羽
生
市
の
地
場
産
業
を
支

え
て
き
た
ア
パ
レ
ル
産
業
に
対
し
て
は
、
デ
ザ

羽
生
市
に
は
、
利
根
川
や
田
園
風
景
な
ど
の

す
ぐ
れ
た
自
然
環
境
と
「
田
舎
教
師
」、
藍
染

め
、
ム
ジ
ナ
モ
自
生
地
の
水
郷
公
園
、
水
族
館

な
ど
の
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
ビ

ー
ル
や
季
節
の
新
鮮
な
野
菜
が
購
入
で
き
る
キ

ヤ
ッ
セ
羽
生
、
国
道
１
２
２
号
北
の
玄
関
口
に

は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
オ
ア
シ
ス
と
な
る「
道
の
駅

は
に
ゅ
う
」な
ど
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
既
観
光
資
源
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
イ
チ
ゴ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
が
収
穫
で

き
る
観
光
農
園
な
ど
を
活
用
し
、
首
都
圏
か
ら

車
で
１
時
間
と
い
う
地
の
利
を
生
か
し
、
都
市

住
民
と
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

羽
生
市
は
、
財
政
危
機
を
乗
り
越
え
る
べ
く

い
ち
早
く
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
市
の
業
務
は
増
え
つ
つ
も
、
三

位
一
体
の
改
革
に
よ
る
影
響
等
に
よ
り
、
地
方

交
付
税
や
国
庫
補
助
金
な
ど
主
要
な
財
源
が
大

幅
に
削
減
さ
れ
、
予
算
規
模
は
年
々
縮
小
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
は
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
な

ど
に
対
す
る
財
政
負
担
が
年
々
増
加
し
、
市
財

政
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
羽
生
市
が
存
続
し
続
け
る
た
め

に
は
、
よ
り
確
か
な
行
財
政
改
革
を
進
め
る
必

用語説明

化
、
科
学
技
術
の
進
展
な
ど
変
化
の
激
し
い
社

会
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
「
心
豊
か
に
た

く
ま
し
く
生
き
る
力
」
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
核
と
な
る
学
校
や
教
師

の
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
社
会

と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か

な
学
力
の
向
上
と
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き

る
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
食
育
と
地

産
地
消
を
推
進
し
、
安
全
・
安
心
な
学
校
給
食

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

イ
ン
力
や
流
行
を
敏
感
に
取
り
入
れ
る
力
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
大
消
費
地
の
東
京
に
近
い

こ
と
な
ど
か
ら
需
要
直
結
型
産
地
推
進
事
業
を

推
進
す
る
な
ど
、
生
産
・
販
売
力
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

商
業
に
つ
い
て
は
、
年
間
一
千
万
人
以
上
に

な
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
羽
生
の
集
客
力
を
活
用

し
、
い
か
に
し
て
多
く
の
人
を
市
街
地
に
誘
導

す
る
か
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。「
羽
生
推
奨
品
」

の
Ｐ
Ｒ
や
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

地
元
商
店
街
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
魅
力
あ
る
商

店
街
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

要
が
あ
り
ま
す
。

①
財
源
の
確
保

納
税
者
の
利
便
性
と
収
納
率
の
向
上
を
目
指

し
、
納
税
手
段
の
多
様
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

受
益
者
負
担
の
見
直
し
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
の
研
究
を
進
め
ま

す
。

②
透
明
で
計
画
的
な
財
政
運
営

市
民
の
視
点
に
立
ち
、
施
策
の
緊
急
性
・
重

要
性
を
見
極
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
有

効
に
活
用
す
る
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
財
政
情
報
を

提
供
し
、
協
力
を
求
め
ま
す
。

③
財
産
の
有
効
活
用

公
有
財
産
の
有
効
活
用
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
活
用
が
見
込
め
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
処

分
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
基
金
の
効
率
的
活
用

を
図
り
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
の
安
全
と
安
心
を
守
り
、
心

の
豊
か
さ
と
活
力
が
実
感
で
き
る
市
政
の
展
開

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
羽
生
市
が

生
き
残
っ
て
い
く
た
め
、
事
業
の
見
直
し
や
実

施
時
期
の
延
期
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
十

分
に
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
自
主
・
自
立
し
た
羽

生
市
と
し
て
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ア
」
な
ど
、
住
民
主
導
の
活
動
支
援
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以

降
、
都
市
部
や
山
間
部
に
お
け
る
震
災
が
多
発

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
教
訓
と
し
て
高
齢
者
や

障
が
い
者
、
子
ど
も
な
ど
災
害
時
の
要
援
護
者

の
把
握
と
対
策
を
早
急
に
行
い
、
災
害
時
に
お

け
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
努
め
ま

す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
支
援
や
防
災
訓

練
な
ど
に
よ
り
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

ご
み
対
策
と
し
て
は
、
ご
み
焼
却
施
設
の
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の
更
新
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
面
は
ご
み
の
分
別

収
集
の
徹
底
や
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
を
図

り
、
現
施
設
を
維
持
し
な
が
ら
新
た
な
方
向
を

検
討
し
ま
す
。

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
活
用

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実

地
域
産
業
の
活
性
化
対
策

観
光
交
流
人
口
１
０
０
万
人

12月定例市議会が、12月４日から19日
まで開催され、一般会計および特別会計
補正予算、条例の一部改正など12議案が
審議され、いずれも原案のとおり可決、
同意されました。
主なものは、次のとおりです。

■羽生市一般会計補正予算
原油価格の高騰による各施設等の燃料

費や電気料、ガソリン代などを増額補正
するものです。
■羽生市市営住宅管理条例の一部を改正す
る条例
市営住宅入居者および周辺住民の安全

と平穏の確保を図ることを目的に、暴力
団員の入居、同居等を許可しないための
条例の一部改正です。
■人権擁護委員候補者の推薦につき意見を
求めることについて
人権擁護委員　小礒　正氏の任期が12

月31日をもって満了するため、引き続き
同氏を推薦することについて、同意が得
られました。
※詳しくは、２月号｢羽生市ぎかいだよ
り｣をご覧ください。

12月
定例市議会
開かれる

有料広告

『三位一体の改革』…「地方にできることは地方に」

という理念のもと、国の関与を縮小し、地方の権限・

責任を拡大して、地方分権を一層推進することを目指

し、国庫補助負担金改革、税源移譲、地方交付税の見

直し、の３つを一体として行う改革。

『税源移譲』…納税者(国民)が国へ納める税(国税)を

減らし、都道府県や市町村に納める税(地方税)を増や

すことで、国から地方へ税源を移すこと。

『地方交付税』…全国どこの市町村に住んでいても一

定の水準が保てるよう、国税収入の一部を地方公共団

体に交付する制度で、市町村が独自の判断で使える財

源。

『公有財産』…県や市町村などの地方公共団体が所有

する財産のことを言い、不動産や動産、地上権や特許

権など、その他これに準ずる権利。




